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発行／秋田県湯沢市議会　　編集／湯沢市議会広報広聴委員会

　令和6年10月27日（日）、『ゆざわ市民一日議会』が開催されま

した。

　「防災」「福祉」「地域活性化策」等、次世代を担う子ども達の

堂々とした発言や登壇者の熱い想いに感動。

　本会議場で初めて傍聴された方々も多く、『ゆざわ市民一日議

会』での声を一つでもカタチにしていきたい。

第４回定例会～声をカタチに！！～
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～自分の思いを議場で発信～市民市民××議会議会

　10月２７（日）、ゆざわ市民一日議会を開催しました。今年度は、10名の一日議員の皆さんにさま
ざまな分野にわたり、自分の思いや考えを発言いただきました。それぞれの視点から出されたアイデア
やご意見にふれ、大変貴重で有意義な時間となりました。ご参加いただいた皆さん、ありがとうござい
ました。

ゆざわ市民一日議会ゆざわ市民一日議会
第３回

とどけ !! 私の思い、僕の声とどけ !! 私の思い、僕の声VOICE ACTION
VOICE ACTION

市をあげて災害への対策を市をあげて災害への対策を

柴田 結香さん

　市民全員が楽しく防災に取り組めるようなきっ
かけをつくり、積極的に地域住民を巻き込んでい
く仕掛けで、市全体の防災意識が高まるのでは。
災害が来たときでも、一人一人が適切な行動をし
て、家族や地域の皆さんと助け合いな
がら、誰の命も犠牲にならない湯沢市
になればよい。

湯沢市を有機農業で盛り上げたい湯沢市を有機農業で盛り上げたい

佐藤 舞夢さん

　有機農業を学び、体験し、湯沢市の農業に興味
を持つことで、市の農業人口を増やすことに大い
につながる。若者が農業に関心を持つきっかけと
して、あえてより手間のかかる有機農
業を通して大変さを学ぶと同時に、楽
しさとやりがいを知ってほしい。

地域通貨、ポイントで町の経済を活性化地域通貨、ポイントで町の経済を活性化

小塚 悠平さん

　地域の経済がよくなれば、少しずつ税収も増え、
サービスの向上や新しい取組の運用等の経費にも
回すことができる。地域通貨や地域ポイントの導
入で、商店街を中心としたまちの活性
化のきっかけになり、湯沢市が持続可
能なまちであってほしい。

「湯沢出身者よ。たまには田舎に「湯沢出身者よ。たまには田舎に
住んでみないか」プロジェクト住んでみないか」プロジェクト

遠田 喜代志さん

　土地付空き家を整備し、湯沢市出身者に長期間　土地付空き家を整備し、湯沢市出身者に長期間
の貸出しをしてみる実験をしてみては。期間限定の貸出しをしてみる実験をしてみては。期間限定
の移住をしてみて、気に入ったらじっくりと家を探の移住をしてみて、気に入ったらじっくりと家を探
し、土地を探して、住んでみるというこし、土地を探して、住んでみるというこ
とも考えられる。市側にとっては、空きとも考えられる。市側にとっては、空き
家、空き地の利活用ができるのでは。家、空き地の利活用ができるのでは。

湯沢市がもっと盛り上がるために湯沢市がもっと盛り上がるために
ジオパークとして出来る事ジオパークとして出来る事

吉野 弘子さん

　湯沢の大地の歴史や大地と人々のつむいだ物語
を学び、そのすばらしさや魅力に感謝している。官
民が一致団結して、みんなで知恵を出
し合って、湯沢ジオパークを基盤にして
このすばらしい湯沢を盛り上げ、未来
に希望を持って市が発展してほしい。

湯沢の風土を生かした取り組み湯沢の風土を生かした取り組み

藤原 由紀人さん

　地域の人と一致団結して作り上げることで交流
が深まる田んぼアートや雄物川の風土を活かした
カヌー競走イベントを行えば地域のにぎわいを戻
せるのでは。そういったイベントを若者
が中心となってＳＮＳを活用して宣伝
し、さらに盛り上げたい。

地元の魅力を多方面に広めたい！地元の魅力を多方面に広めたい！

井上　花さん

　地域の魅力を最大限に引き出し、多方面に広
め、若い世代に働きかけていくということが必要。
多くの人々に湯沢市の魅力を知ってもらうことで、
市を訪れる人や、移住する人が増え、若
い人も地元に残ったりするなど、まちの
にぎわいが増え、人口減少解決の一助
となればよい。

通いやすい緑風荘に！通いやすい緑風荘に！

古関 マリ子さん

　緑風荘が新しくなり、たくさんの皆さんに利用し
てもらえるよう送迎バスがあれば良い。運転免許
証のない人も自由に通いやすい緑風荘であってほ
しい。緑風荘の温泉に多く通いたいの
で、送迎バスや、公共交通が整備され
ることを望んでいる。

湯沢市で子供達がのびのびと湯沢市で子供達がのびのびと
遊べる場所について遊べる場所について

長谷山 汐莉さん

　子供たちが遊べる場所が少ない。この湯沢市の
大自然を活かした大型アスレチック施設や廃校に
なっている学校を再利用した屋内複合施設を考え
てみてはどうか。子供たちが今よりもっ
と自分の住んでいる湯沢市を好きにな
り、自慢できる場所になればよい。

若者が輝けるまち若者が輝けるまち

佐藤 孝昭さん

　若者が輝けるまちをつくるには人口を増やすこ
とが大事。湯沢市には活動の原動力となる原石が
たくさん。原石を磨き上げ、より若者が輝けるまち
へ移行できるのではないだろうか。一
緒に力を合わせて湯沢市を輝けるまち
へとつくり上げていきましょう。

⬅Youtubeで⬅Youtubeで
　ご覧いただけます　ご覧いただけます

⬅Youtubeで⬅Youtubeで
　ご覧いただけます　ご覧いただけます

⬅Youtubeで⬅Youtubeで
　ご覧いただけます　ご覧いただけます

⬅Youtubeで⬅Youtubeで
　ご覧いただけます　ご覧いただけます

⬅Youtubeで⬅Youtubeで
　ご覧いただけます　ご覧いただけます

⬅Youtubeで⬅Youtubeで
　ご覧いただけます　ご覧いただけます

⬅Youtubeで⬅Youtubeで
　ご覧いただけます　ご覧いただけます

⬅Youtubeで⬅Youtubeで
　ご覧いただけます　ご覧いただけます

⬅Youtubeで⬅Youtubeで
　ご覧いただけます　ご覧いただけます

⬅Youtubeで⬅Youtubeで
　ご覧いただけます　ご覧いただけます
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ゆざわ市民一日議会を終えて、一日議員のみなさんとのワンショット

議員席に座る一日議員の皆さん

手を挙げ、議長から指名を受け、登壇します

演題で意見を述べる一日議員

～ゆざわ市民一日議会の様子～

●他人事のように考えていたことも、しっかり目を向けて、
自分自身で考えていきたいと強く思いました。今後の問題
やアイディアをたくさん出して市を盛り上げていきたいで
す。
●色々な意見を聞くことができ、学生さんや市民の皆様が本
当に湯沢を良くしたいと思っていると感じました。これか
らも、市民の意見に耳を傾けて、よい湯沢市に、住みよい
湯沢市になりますよう願っています。
●今日集まった一日議員もこれからの原石です。10人の意見
をどのように次のアクションプランにするのかが重要と思
います。色々な方の意見を集めることはとても大事な事だ
と思いました。たくさんの人に発言してもらいたいです。
●湯沢市に貢献したいという想いが強まりました。
●傍聴していて、改めて言われると「あ、そうかも」「その
方法があるんだ」と考えさせられる。新しい発見をするこ
とができました。
●湯沢の発展のためには、たくさんの視点で課題を見つけ、
改善していくことが大切だと気付きました。

参加・傍聴された皆さんの声

ゆざわ市民一日議会を終えてゆざわ市民一日議会を終えて
　11月11日に広報広聴委員会を開催し、振り返りを行い、その
結果を含めた報告書を作成しました。
　また、11月12日には、ゆざわ市民一日議会の取組に関する行
政視察を受入れし、令和６年第４回定例会では今回の発言テーマ
に関連した一般質問が行われました。
　今後も発言者の皆様からいただいたご意見やご提案について
は、委員会などで協議
し、市政および議会活
動に反映させてまいり
ます。

アンケートにご協力いただきましたアンケートにご協力いただきました

ゆざわ市民一日議会
ホームページ
開催報告書はこちらから
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 令和６年

第４回　定例会第４回　定例会
　12月４日から12月24日までの21日間の会期で第３回定例会が行われました。
　12月11日、12日に開かれた本会議では、９人の議員が一般質問を行い、各議員が活発な議論を展開
し、市政全般についてただしました。
　質問項目と答弁を要約した内容は次のとおりです。

各議員の一般質問の様子を、ユーチューブ動画でご覧いただける二次元
コードを掲載していますので、ぜひご視聴ください。

一 般 質 問一 般 質 問

議員名
※（質問方式） 質　問　項　目 ページ

12
月
11
日

兼　子　正　寛
（一括）

◇佐藤市政について
◇産業振興について
◇ふるさと納税の推進について
◇学校教育について
◇地域コミュニティーについて P. ５

寺　田　純　二
（一括）

◇令和７年度予算編成方針について
◇市民生活を豊かにする総合経済対策について
◇地域防災力強化の対策について
◇主権者教育の重要性について

藤　田　健　志
（分割）

◇今後の中心市街地活性化について
◇道の駅おがち周辺整備について
◇ウォーターＰＰＰの導入検討について

P. ６
高　橋　　　達

（一括）

◇矢地ノ沢地域地熱開発について
◇緑風荘について
◇「紙おむつ費支給券」について
◇保健・医療の充実と健康づくりについて
◇特定外来生物の拡大・被害防止について

12
月
12
日

高　橋　克　己
（一括）

◇市保有車両の整備、車検のあり方について
◇小安峡温泉給湯施設、給湯料金の経過について

P. ７
大　山　　　豪

（一括）

◇市外とのアクセス、二次交通及び地域公共交通について
◇本市の教育行政について
◇�市内に所在する豚舎から発生していると思量される広範に及ぶ異臭について
◇本市の財政状況について
◇一連の事務処理誤りについて

佐　藤　愛　子
（一括）

◇今後の地域における交通手段について
◇高齢者世帯の支援の取組について
◇ふるさとを離れても「帰ってきたい」と思えるまちづくりについて

P. ８
石　川　隆　一

（分割）

◇湯沢生涯学習センター等跡地の活用について
◇空家等対策事業について
◇山田地区の学校再編計画について

佐　藤　　　勝
（分割）

◇農業振興について
◇ふるさと納税推進について
◇修学旅行費について

P. ９

※一括質問方式…全ての項目を一括して質問し、一括して答弁を求める方式
　分割質問方式…質問項目ごとに分けて質問し、その都度答弁を求める方式
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つ
い
て
要
検
討
し
保
護
者
の
二
重
負

担
等
が
無
い
よ
う
行
政
と
し
て
支
援

し
て
い
く
。

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

質
問 

人
口
減
少
に
伴
い
運
営
団
体

の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
衰
退
傾
向
に
あ
る

と
感
じ
る
。
こ
の
危
機
的
状
況
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
行
政
支
援

や
進
め
方
で
良
い
の
か
。
市
長
と
教

育
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁（
市
長
） 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
危
機

感
を
持
ち
、
取
組
や
支
援
等
も
今
後

進
化
さ
せ
て
い
く
。

答
弁（
教
育
長
） 
生
涯
学
習
等
に
お

い
て
、
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
団

体
等
の
繋
が
り

を
重
要
視
し
、

今
後
状
況
に
合

わ
せ
支
援
等
を

行
っ
て
い
く
。

す
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
。

◆
主
権
者
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て

質
問 

若
者
の
政
治
参
加
を
推
進
す

る
こ
と
が
、
今
後
の
様
々
な
課
題
解

決
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
が
、

子
供
た
ち
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
た
い
。

答
弁 

「
地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る

た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
い
ま
す

か
」
と
い
う
全
国
調
査
に
、
本
市
の

児
童
・
生
徒
は
好
意
的
な
回
答
を
し

て
い
る
。
全
国
平
均
を
10
ポ
イ
ン
ト

上
回
る
状
況
で
、
地
域
の
方
々
と
の

様
々
な
活
動
を
通
し
、
小
さ
な
市

民
、
将
来
の
市
民
と
し
て
自
覚
づ
く

り
や
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
、
単

な
る
座
学
で
な
く
、
体
験
、
活
動
を

通
し
た
主
権
者

教
育
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

◆
佐
藤
市
政
に
つ
い
て

質
問 

地
域
主
体
の
交
通
サ
ー
ビ
ス

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
の
導
入
は
高

齢
者
や
運
転
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
に
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

答
弁 

新
た
な
施
策
も
検
討
し
て
い

る
な
か
で
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
可
能
な
限
り
反
映

さ
せ
た
い
。

質
問 

新
年
度
予
算
の
編
成
過
程
を

公
開
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
財
政
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

事
が
で
き
、
透
明
性
の
高
い
財
政
運

営
が
行
え
る
も
の
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

答
弁 

現
段
階
で
は
全
て
の
公
開
は

難
し
い
。
公
開
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
く
。

◆
学
校
教
育
に
つ
い
て

質
問 

部
活
動
の
地
域
移
行
が
段
階

的
に
始
ま
っ
て
い
る
が
、
運
営
団
体

や
指
導
者
の
確
保
、
生
徒
・
保
護
者

の
経
済
的
負
担
に
懸
念
を
抱
く
。
こ

の
ま
ま
計
画
通
り
進
め
て
い
く
の
か

伺
う
。

答
弁 

生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
第
一
に
考

え
、
地
域
移
行
に
関
す
る
課
題
等
に

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

兼子　正寛 兼子　正寛 議員議員
かねかね ここ ひろひろまさまさ

◆
令
和
７
年
度
予
算
編
成

　
方
針
に
つ
い
て

質
問 

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
、
地
熱
資
源

の
活
用
と
あ
る
が
、
恩
恵
が
感
じ
ら

れ
な
い
と
い
う
声
を
い
た
だ
く
。
地

熱
の
町
、
湯
沢
だ
と
誇
り
を
持
て
る

よ
う
、
ど
の
よ
う
な
取
組
が
必
要

か
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁 

電
気
料
を
安
く
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
現
状
の
制

度
、
法
律
等
々
の
中
、
な
か
な
か
そ

の
実
現
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
全

国
で
２
番
目
の
地
熱
発
電
量
の
市
で

あ
る
特
殊
な
事
情
を
踏
ま
え
、
国
に

も
様
々
な
こ
と
が
で
き
な
い
か
働
き

か
け
、
交
付
金
、
税
収
面
な
ど
、
メ

リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
市
民
に
お
知

ら
せ
し
、
見
え
る
化
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

◆
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る

　
総
合
経
済
対
策
に
つ
い
て

質
問 

物
品
調
達
な
ど
、
地
元
優
先

で
入
札
、
発
注
す
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁 
業
者
指
名
基
準
の
一
つ
に
、

地
域
の
活
性
化
等
に
つ
な
が
る
と
認

め
る
場
合
は
、
市
内
名
簿
登
録
業
者

を
優
先
し
て
選
定
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
事
務
用
品
や
備
品
等
も
優
先

寺田　純二 寺田　純二 議員議員
てらてら たた じじじゅんじゅん

一
般
質
問
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テ
ナ
ン
ト
の
誘
致
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。

◆
ウ※
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入

　
検
討
に
つ
い
て

質
問 

導
入
後
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

の
か
伺
う
。

答
弁 

今
後
減
少
と
高
齢
化
が
進
む

自
治
体
職
員
の
不
足
を
補
う
こ
と
が

で
き
、
事
業
の
執
行
体
制
の
維
持
、

強
化
が
図
れ
る
。
ま
た
、
発
注
、
契

約
、
管
理
等
の
一
元
化
に
よ
り
自
治

体
、
民
間
事
業
者
、
双
方
の
事
務
負

担
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
引
き
続

き
、
本
市
に
適
し
た
官
民
連
携
方
式

に
つ
い
て
知
見
と
情
報
の
収
集
を
十

分
に
行
っ
て
い
く
。

※
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

　

令
和
５
年
度
に
改
定
さ
れ
た
内
閣
府
の

「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
お
い
て
新
た
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
官

民
連
携
方
式
。

◆
今
後
の
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

質
問 

「
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ル
シ
ェ
」

開
催
後
の
検
証
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 
今
年
度
は
５
月
か
ら
10
月
ま

で
計
５
回
の
開
催
で
、
延
べ
１
万
５

９
９
５
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
出
店

者
数
は
延
べ
１
２
０
店
舗
で
あ
っ

た
。
８
月
に
開
催
し
た
ナ
イ
ト
マ
ル

シ
ェ
で
は
、
終
了
時
刻
を
午
後
８
時

30
分
と
し
た
こ
と
で
来
場
後
の
近
隣

飲
食
店
へ
の
人
の
流
れ
が
多
数
見
受

け
ら
れ
、
中
心
市
街
地
へ
の
波
及
効

果
も
確
認
で
き
た
。
回
遊
性
を
高
め

る
手
段
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
リ
ー
ト

マ
ル
シ
ェ
に
限
定
せ
ず
、
引
き
続
き

中
心
商
店
街
組
合
等
と
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

質
問 

中
心
市
街
地
に
お
け
る
関
係

団
体
と
の
連
携
強
化
を
今
後
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
弁 

中
心
四
商
店
街
組
合
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
湯
沢
商
工
会
議
所
、

金
融
機
関
な
ど
の
関
係
団
体
と
も
意

見
交
換
を
密
に
し
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
向
け
取
り
組
む
。

◆
道
の
駅
お
が
ち
周
辺
整
備
に
つ
い
て

質
問 

地
場
産
業
振
興
や
観
光
誘
致

に
つ
な
げ
る
た
め
の
具
体
的
な
計
画

や
目
標
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁 

地
場
産
業
振
興
策
と
し
て
、

地
元
食
材
を
活
か
し
た
飲
食
の
提
供

や
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
の
検
討
を
、

観
光
誘
客
施
策
の
推
進
と
し
て
、
道

の
駅
を
起
点
と
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
造
成
や
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
い

藤田　健志 藤田　健志 議員議員
ふじふじ たた

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

ししたけたけ

行
を
望
む
声
が

あ
っ
た
が
、
こ

の
こ
と
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺

う
。答

弁 

現
在
の
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
実

現
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
課
題
事
項

と
し
て
捉
え
て
い
き
た
い
。

◆「
紙
お
む
つ
費
支
給
券
」に
つ
い
て

質
問 

こ
の
制
度
は
、
介
護
保
険
に

規
定
す
る
市
町
村
特
別
給
付
で
あ
る

が
、
要
件
を
限
定
し
た
こ
と
に
対
し

て
の
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁 

介
護
保
険
料
の
引
上
げ
を
抑

え
つ
つ
、
特
に
支
援
が
必
要
な
低
所

得
者
世
帯
を
優
先
す
る
た
め
の
見
直

し
で
あ
る
。

�

※�

協
議
会
と
は
、
本
市
に
お
い
て
地
熱
開
発

地
点
ご
と
に
設
置
す
る
会
議
体
の
こ
と
を

指
す
。

◆
矢
地
ノ
沢
地
熱
開
発
に
つ
い
て

質
問 

11
月
５
日
に
行
わ
れ
た
住
民

説
明
会
で
今
ま
で
の
同
地
域
に
対
す

る
開
発
に
つ
い
て
本
市
の
か
か
わ
り

方
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

詳
細
を
伺
う
。

答
弁 

「
住
民
説
明
会
の
後
、
協※

議

会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
今
後
は
協

議
会
で
出
さ
れ
た
専
門
的
な
意
見
等

も
地
元
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

質
問 

住
民
説
明
会
で
市
道
の
使
用

に
つ
い
て
開
発
事
業
者
に
意
見
が

あ
っ
た
が
、
市
道
の
管
理
者
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
伺

う
。答

弁 

事
業
者
側
か
ら
道
路
損
傷
の

確
認
と
復
旧
に
つ
い
て
の
協
議
が
あ

り
、
立
会
い
を
行
い
対
応
に
つ
い
て

指
導
し
た
。

◆
緑
風
荘
に
つ
い
て

質
問 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す

る
緑
風
荘
の
営
業
ス
タ
ー
ト
に
当
た

り
不
安
等
は
な
い
の
か
伺
う
。

答
弁 
指
定
管
理
者
に
事
前
準
備
を

し
っ
か
り
実
施
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
臨
ん
で
い
た
だ
い
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

質
問 

ゆ
ざ
わ
市
民
一
日
議
会
で
、

一
日
議
会
議
員
か
ら
送
迎
バ
ス
の
運

高橋　　達 高橋　　達 議員議員
たかたか はしはし

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

とおるとおる

一
般
質
問
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質
問
　
　
　
休
止
中
の
６
号
井
の
今
後
の

復
旧
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
伺
う
。

答
弁 

調
査
・
点
検
に
約
４
０
０
万

円
、
復
旧
費
の
算
定
は
調
査
後
に
な

る
。質問 

給
湯
料
金
の
条
例
変
更
は
い

つ
頃
に
な
る
か
伺
う
。

答
弁 

令
和
７
年
３
月
定
例
会
を
予

定
し
て
い
る
。

質
問 

メ
ジ
ャ
ー
な
温
泉
郷
を
構
築

す
る
に
は
、
駐
車
場
や
ト
イ
レ
、
遊

歩
道
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
大
噴
湯
や

大
湯
滝
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ゴ
ン

ド
ラ
等
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

県
や
国
と
の
連
携
も
必
要
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

答
弁 
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い

く
。質問 

し
っ
か
り
と
整
備
を
進
め
て

い
く
た
め
に
も
、
入
湯
税
の
見
直
し

も
必
要
と
考
え
る
が
。

答
弁 

各
自
治
体
に
お
い
て
税
率
の

変
更
も
可
能
だ

が
、
考
え
に
な

か
っ
た
提
案
で

あ
り
、
検
討
し

た
い
。

◆
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

質
問 

い
わ
ゆ
る
箱
物
、
大
型
事
業

が
続
き
将
来
負
担
比
率
は
類
似
団
体

を
大
き
く
上
回
る
。
施
設
の
延
命
や

開
発
行
為
、
解
体
の
見
通
し
は
。

答
弁 

令
和
11
年
度
末
に
財
政
調
整

基
金
残
高
37
億
円
を
目
標
に
、
地
方

債
の
発
行
を
抑
制
し
て
残
高
の
削
減

に
努
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
11

年
度
の
発
行
額
を
85
億
円
程
、
残
高

を
令
和
11
年
度
末
で
２
６
２
億
円
と

す
る
目
標
は
あ
る
。
若
干
の
ず
れ
が

生
じ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
こ
の
財

源
の
中
で
模
索
し
た
い
。

◆
一
連
の
事
務
処
理
誤
り
に
つ
い
て

質
問 

事
務
処
理
誤
り
の
中
で
も
、

交
付
前
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
紛

失
の
件
は
不
可
解
な
点
が
多
い
。
紛

失
で
は
な
く
盗
難
で
は
な
い
か
。

答
弁 

職
員
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を

通
じ
、
状
況
を

確
認
し
た
上
で

紛
失
と
い
う
判

断
を
し
た
。

◆
市
保
有
車
両
の
整
備
、

　
車
検
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質
問 

入
札
参
加
資
格
者
名
簿
の
自

動
車
整
備
業
登
録
業
者
数
と
当
市
の

車
両
保
有
台
数
を
伺
う
。

答
弁 
登
録
業
者
数
は
市
内
26
社
、

市
外
４
社
。
車
両
台
数
は
小
型
自
動

車
、
普
通
自
動
車
、
軽
乗
用
車
が

１
２
０
台
、
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

が
61
台
、
除
雪
車
な
ど
の
特
殊
車
両

が
１
５
６
台
、
合
計
で
３
３
７
台
。

質
問 

50
万
円
以
下
の
整
備
は
随
意

契
約
で
行
っ
て
い
る
が
、
公
平
性
、

透
明
性
を
担
保
す
る
に
は
入
札
制
と

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。答弁 

事
務
負
担
、
車
両
休
車
時
間

な
ど
考
慮
し
て
現
状
が
良
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問 

新
規
登
録
業
者
は
、
各
課
に

営
業
行
為
を
積
極
的
に
行
わ
な
け
れ

ば
仕
事
を
受
注
で
き
な
い
の
か
。
ま

た
、
整
備
受
注
数
が
多
い
業
者
、
最

も
少
な
い
業
者
の
数
を
伺
う
。

答
弁 

業
者
の
営
業
努
力
に
な
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
発
注
台
数
の
一
番
多

い
事
業
者
で
20
台
、
６
つ
の
事
業
者

が
発
注
ゼ
ロ
で
あ
る
。

◆
小
安
峡
温
泉
給
湯
施
設
、

　
給
湯
料
金
の
経
過
に
つ
い
て

質
問 

こ
れ
ま
で
の
温
泉
整
備
の
総

額
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

３
本
の
温
泉
井
と
付
帯
施
設

な
ど
を
整
備
し
て
お
り
、
整
備
費
は

平
成
30
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
で

４
億
１
千
万
円
ほ
ど
で
あ
る

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

高橋　克己 高橋　克己 議員議員
たかたか はしはし みみかつかつ

◆
市
外
と
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

質
問 

市
単
独
で
空
港
と
の
ア
ク
セ

ス
を
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
弁 

様
々
分
析
し
て
、
他
市
の
例

な
ど
参
考
に
し
た
い
。

◆
本
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

質
問 

教
育
委
員
会
と
し
て
、
生
成

Ａ
Ｉ
等
の
使
用
に
つ
い
て
、
現
場
向

け
に
構
え
て
い
る
こ
と
は
。

答
弁 

マ
イ
ナ
ス
の
面
が
あ
る
こ
と

を
子
供
や
家
庭
の
方
々
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
。
あ
く
ま
で
補
完
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
り
、
思
考
力
を
養
う
教

育
活
動
を
大
事
に
し
た
い
。

◆
豚
舎
の
異
臭
に
つ
い
て

質
問 

関
係
者
か
ら
、
臭
気
が
抑
え

ら
れ
た
と
い
う
事
実
の
提
示
、
具
体

性
の
あ
る
情
報
は
あ
る
か
。

答
弁 

業
者
と
市
で
意
見
交
換
し
、

秋
田
県
農
業
公
社
に
改
善
事
項
等
を

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
業
者
か
ら

以
前
よ
り
臭
気
は
抑
え
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
は
伺
っ
て

い
る
。

質
問 

行
政
の
本
来
性
と
い
う
べ
き

か
、
市
は
積
極
的
に
根
本
的
な
解
決

に
向
け
関
与
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁 
ま
ず
は
秋
田
県
農
業
公
社
に

指
導
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
で
も

収
ま
ら
な
け
れ
ば
、
然
る
べ
き
対
応

を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

大山　　豪 大山　　豪 議員議員
おおおお やまやま ごうごう

一
般
質
問
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奨
学
金
制
度
に
対
す
る
評
価

や
要
望
な
ど
、
奨
学
金
利
用
者
の
声

を
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁 

奨
学
金
を
貸
し
付
け
る
場
合

と
返
還
助
成
を
す
る
場
合
の
両
方
で

声
を
拾
い
集
め
な
が
ら
、
制
度
周
知

の
際
に
利
用
希
望
者
に
伝
え
る
こ
と

を
検
討
す
る
。

質
問 

ふ
る
さ
と
輝
き
基
金
の
一
部

を
利
用
し
、
伝
統
工
芸
や
農
業
な
ど

を
若
い
人
た
ち
が
学
ぶ
場
所
を
設
立

で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁 
専
門
的
な
知
識
を
得
る
場
が

必
要
で
あ
る
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

可
能
性
に
つ
い

て
し
っ
か
り
検

討
し
て
い
く
。

る
空
き
家
を
有
効
活
用
す
る
仕
組
み

が
で
き
れ
ば
首
都
圏
在
住
の
方
が

帰
っ
て
き
た
場
合
の
受
け
皿
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
所
見
を
伺

う
。答

弁 

体
験
移
住
と
い
う
こ
と
で
空

き
家
を
利
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
の
同
意
が
得
ら
れ
れ

ば
、
や
っ
て
み
る
価
値
は
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

◆
山
田
地
区
の

　
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

質
問 

山
田
中
学
校
統
合
に
よ
る
乗

車
対
象
行
政
区
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

通
学
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

集
落
で
１
区
か
ら
３
区
ま
で

行
政
区
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
配
慮
す
べ
き
個
別
の
事

情
が
あ
る
と
い

う
判
断
で
、
全

て
乗
車
し
て
い

た
だ
く
方
向
で

考
え
て
い
る
。

◆
今
後
の
地
域
に
お
け
る

　
交
通
手
段
に
つ
い
て

質
問 

マ
イ
ル
ー
ト
ガ
イ
ド
を
さ
ら

に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
気
軽
に
相
談

で
き
る
窓
口
を
市
役
所
に
設
け
ら
れ

な
い
か
伺
う
。

答
弁 

利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が
る

施
策
で
あ
れ
ば
問
題
点
を
分
析
し
な

が
ら
実
施
し
て
い
く
。

質
問 

循
環
バ
ス
の
停
留
所
を
市
役

所
に
置
く
こ
と
は
可
能
か
伺
う
。

答
弁 

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
の
中
で
議
論
し
て
い
き
た
い
。

◆
高
齢
者
世
帯
の
支
援
の

　
取
組
に
つ
い
て

質
問 

新
潟
市
が
行
っ
て
い
る
よ
う

な
学
生
に
よ
る
ご
み
出
し
の
支
援
制

度
を
本
市
で
も
活
用
で
き
な
い
か
伺

う
。答

弁 

ご
み
出
し
支
援
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
助
け
合
い
の
中
で

実
施
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
議
員
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
も
参
考
に
し
た
い
。

◆
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
も

「
帰
っ
て
き
た
い
」
と
思
え
る

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

佐藤　愛子 佐藤　愛子 議員議員
ささ とうとう ここあいあい

◆
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
跡
地

　
の
活
用
に
つ
い
て

質
問 

複
合
公
共
施
設
及
び
跡
地
活

用
に
つ
い
て
は
、
た
だ
商
店
街
を
回

遊
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
物
を
買
っ

て
も
ら
い
経
済
を
上
げ
る
こ
と
が
必

要
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁 

消
費
が
生
ま
れ
る
様
々
な
地

域
経
済
が
回
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

と
い
う
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
検
証

し
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
効
果
の
あ
る

も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
よ
う
な

手
法
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
空
家
等
対
策
事
業
に
つ
い
て

質
問 

本
市
の
空
き
家
件
数
の
現
状

と
山
田
地
区
の
空
き
家
状
況
と
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

本
市
の
空
き
家
件
数
は
、
11�

月
末
現
在
で
１
８
３
７
件
、
各
地
域

の
内
訳
は
、
湯
沢
地
域
が
、
１
０
７

３
件
、
稲
川
地
域
が
２
４
６
件
、
雄

勝
地
域
が
４
３
６
件
、
皆
瀬
地
域
が

82
件
と
な
っ
て
い
る
。
山
田
地
区
は

１
２
７
件
で
全
体
の
６
・
９
％
を
占

め
て
お
り
、
所
有
者
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
所
有
者
の
意
向
に
沿

い
解
体
、
売
却
や
利
活
用
な
ど
関
連

制
度
等
の
利
用
を
促
し
て
い
る
。

　
　
　
人
口
減
少
社
会
で
す
で
に
あ

質
問

質
問

石川　隆一 石川　隆一 議員議員
いしいし かわかわ いちいちりゅうりゅう

一
般
質
問

ゆざわ市議会だより　№80　令和７年２月１日 【８】



る
空
き
家
を
有
効
活
用
す
る
仕
組
み

が
で
き
れ
ば
首
都
圏
在
住
の
方
が

帰
っ
て
き
た
場
合
の
受
け
皿
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
所
見
を
伺

う
。答

弁 

体
験
移
住
と
い
う
こ
と
で
空

き
家
を
利
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
の
同
意
が
得
ら
れ
れ

ば
、
や
っ
て
み
る
価
値
は
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

◆
山
田
地
区
の

　
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

質
問 

山
田
中
学
校
統
合
に
よ
る
乗

車
対
象
行
政
区
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

通
学
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

集
落
で
１
区
か
ら
３
区
ま
で

行
政
区
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
配
慮
す
べ
き
個
別
の
事

情
が
あ
る
と
い

う
判
断
で
、
全

て
乗
車
し
て
い

た
だ
く
方
向
で

考
え
て
い
る
。

れ
ら
の
影
響
を

受
け
る
農
家
や

関
係
団
体
と
適

切
な
対
応
を
検

討
し
つ
つ
、
今
後
の
制
度
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
地
域
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
国
や
県
に
伝
え
て
い

く
。

◆
修
学
旅
行
費
に
つ
い
て

質
問 

昨
今
の
物
価
高
騰
に
加
え
、

訪
日
客
の
増
加
に
よ
り
、
国
内
宿
泊

施
設
の
宿
泊
料
金
が
急
騰
す
る
中
、

修
学
旅
行
実
施
に
お
け
る
影
響
に
つ

て
伺
う
。

答
弁 

令
和
７
年
度
実
施
予
定
の
修

学
旅
行
費
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度

比
平
均
で
小
学
校
３
０
０
円
程
度
、

中
学
校
９
５
０
０
円
程
度
の
値
上
が

り
と
な
っ
て
い
る
。
中
学
校
の
値
上

が
り
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教

育
委
員
会
で
は
、
各
家
庭
の
積
立
額

範
囲
内
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
内
容

を
吟
味
・
確
認
し
、
修
学
旅
行
の
充
実

を
図
る
た
め
の
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

◆
農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問 

令
和
６
年
度
中
の
成
案
化
に

向
け
た
「
地
域
計
画
」
の
策
定
状

況
、
計
画
の
目
的
及
び
農
業
振
興
へ

の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

令
和
６
年
１
月
か
ら
６
月
ま

で
各
地
域
の
担
い
手
を
中
心
に
協
議

を
重
ね
、
地
域
計
画
と
目
標
地
図
の

素
案
を
作
成
し
、
10
月
に
各
地
域
で

説
明
会
を
開
催
し
た
。
今
後
は
各
農

業
関
係
機
関
・
団
体
か
ら
意
見
を
聴

取
し
、
令
和
７
年
３
月
の
成
案
を
目

指
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
計
画
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
中
心

的
な
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約

が
図
ら
れ
、
農
作
業
の
効
率
化
に
よ

る
生
産
性
及
び
収
益
性
の
向
上
及
び

農
業
を
支
え
る
体
制
の
構
築
が
進
む

な
ど
農
業
振
興
に
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
る
。

質
問 

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
の
受
給
要
件
に
つ
い
て
、
実
情
に

合
わ
な
い
と
の
意
見
が
多
く
あ
る
が

見
解
を
伺
う
。

答
弁 

本
市
の
農
地
は
、
円
滑
な
水

利
活
用
が
困
難
な
水
田
か
ら
の
転
作

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
再
度

水
を
張
る
た
め
の
条
件
整
備
が
厳
し

い
農
地
や
、
整
備
費
用
が
毎
年
発
生

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
交
付
対
象
か

ら
外
れ
た
場
合
、
生
産
コ
ス
ト
割
れ

に
よ
る
離
農
者
の
増
加
や
耕
作
放
棄

地
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
こ

佐藤　　勝 佐藤　　勝 議員議員
ささ とうとう

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

まさるまさる

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
副
議
長
の
辞
職
に
つ
い
て

　
12
月
10
日
、
佐
藤
功
平
副
議
長
か
ら

一
身
上
の
都
合
に
よ
る
副
議
長
辞
職
願

が
議
長
へ
提
出
さ
れ
、
12
月
24
日
、
副

議
長
の
辞
職
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

▽
副
議
長
の
就
任
に
つ
い
て

　
12
月
24
日
、
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う

副
議
長
選
挙
に
よ
り
、

　
加
藤
昭
嗣
議
員
が
当
選
し
、
副
議
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

▽�

予
算
決
算
常
任
委
員
長
の
変
更
に
つ

い
て

　
12
月
24
日
、
委
員
長
の
辞
任
に
伴
う

委
員
の
互
選
に
よ
り
、

　
柏
原
久
寿
議
員
が
新
た
に
予
算
決
算

常
任
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。

加藤 副議長柏原 委員長

◆ 関 係 私 企 業 と の 請 負 契 約 な ど の 状 況 ◆

◆関係私企業との請負契約など
　１　請負契約等の状況（１件あたりの額が 30万円を超えるもの）
　　　　令和６年８月１日から令和６年 10月 31日までに締結したもの　　該当なし

　２　請負等単価契約の状況（契約期間終了後における支払総額が 30万円を超えるもの）
　　　　令和６年８月１日から令和６年 10月 31日までに締結したもの　　該当なし

　湯沢市議会議員政治倫理条例等に基づく議員関係私企業との請負契約等及び請負単価契約の状

況について、市長から報告がありましたので次のとおり公表します。

一
般
質
問

【９】 ゆざわ市議会だより　№80　令和７年２月１日



●
湯
沢
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

　
秋
田
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
参
考
と
し
た
一
般
職
の

職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

正
す
る
も
の

●
湯
沢
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例

　
秋
田
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
参
考
と
し
た
一
般
職
の

職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

正
す
る
も
の

●
湯
沢
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
秋
田
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
参
考
と
し
、
給
料
月
額

及
び
期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
等
を
改
定
す
る
も
の

●
湯
沢
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

　
災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
災
害
と
の
因
果
関
係
等
を
調
査
審
議
す

る
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
の
所
要
の
改
正

●
湯
沢
市
横
堀
交
流
セ
ン
タ
ー

　
指
定
先
／
　
横
堀
地
域
づ
く
り
協
議
会
（
継
続
）

●
雄
勝
児
童
ク
ラ
ブ

　
指
定
先
／
　
社
会
福
祉
法
人 

広
済
会
（
新
規
）

●
三
関
・
須
川
児
童
ク
ラ
ブ

　
指
定
先
／
　
学
校
法
人 

中
川
学
園
（
新
規
）

●
湯
沢
市
小
安
峡
温
泉
総
合
案
内
拠
点
施
設

　
指
定
先
／
一
般
社
団
法
人
　
湯
沢
市
観
光
物
産
協
会
　

（
継
続
）

●
湯
沢
市
雄
勝
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　 

指
定
先
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ま
ち
ハ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ゴ
ー

ル
ド
（
継
続
）

　
　
※ 

指
定
の
期
間
は
い
ず
れ
も
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で
（
５
年
間
）

議 案 審 議議 案 審 議
ここでは、可決された主な議案や補正予算の主な事業などについてご紹介します。

条
例
の
一
部
改
正

指
定
管
理
者
の
指
定

会　計　名 今回補正予算額

一 般 会 計 ７億6,799万6千円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 455万5千円

後 期 高 齢 者 医 療 291万8千円

介 護 保 険 4,810万5千円

養護老人ホーム愛宕荘 1,915万7千円

皆 瀬 更 生 園 998万7千円

【補正予算　第８号】（専決）
▽衆議院議員選挙費
（選挙管理委員会事務局）　３，３３０万３千円

【補正予算　第９号】
▽障害者等給付費
（福祉課）　　　　　　１億４，８４２万６千円
▽児童手当給付費
（子ども未来課）　　　　　５，７８８万９千円
▽農業経営等復旧・継続支援事業
（農林課）　　　　　　　　　　４３８万３千円
▽温泉給湯施設管理運営費
（観光・ジオパーク推進課）　　４１２万５千円
▽教育指導事業
（学校教育課）　　　　　　　　５８０万７千円

【補正予算　第10号】
▽物価高騰対応重点支援事業
（福祉課）　　　　　　２億１，８３６万８千円

◆ 補正予算の主な事業 ◆

≪各会計補正予算≫≪各会計補正予算≫

一般会計 ７億6,799万６千円の増額
（補正後の予算総額は、345億2,524万４千円になります）

特別会計 8,472万２千円の増額
（補正後の予算総額は、118億7,185万６千円になります）

令 和

6 年度

ゆざわ市議会だより　№80　令和７年２月１日【10】



●
湯
沢
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

　
秋
田
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
参
考
と
し
た
一
般
職
の

職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

正
す
る
も
の

●
湯
沢
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例

　
秋
田
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
参
考
と
し
た
一
般
職
の

職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

正
す
る
も
の

●
湯
沢
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
秋
田
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
参
考
と
し
、
給
料
月
額

及
び
期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
等
を
改
定
す
る
も
の

●
湯
沢
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

　
災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
災
害
と
の
因
果
関
係
等
を
調
査
審
議
す

る
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
の
所
要
の
改
正

●
湯
沢
市
横
堀
交
流
セ
ン
タ
ー

　
指
定
先
／
　
横
堀
地
域
づ
く
り
協
議
会
（
継
続
）

●
雄
勝
児
童
ク
ラ
ブ

　
指
定
先
／
　
社
会
福
祉
法
人 

広
済
会
（
新
規
）

●
三
関
・
須
川
児
童
ク
ラ
ブ

　
指
定
先
／
　
学
校
法
人 

中
川
学
園
（
新
規
）

●
湯
沢
市
小
安
峡
温
泉
総
合
案
内
拠
点
施
設

　
指
定
先
／
一
般
社
団
法
人
　
湯
沢
市
観
光
物
産
協
会
　

（
継
続
）

●
湯
沢
市
雄
勝
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　 

指
定
先
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ま
ち
ハ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ゴ
ー

ル
ド
（
継
続
）

　
　
※ 

指
定
の
期
間
は
い
ず
れ
も
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で
（
５
年
間
）

令和６年　第４回定例会　議決結果一覧表令和６年　第４回定例会　議決結果一覧表
○提出議案（25件）／12月４日、12月24日上程　　12月24日議決� ※は賛否が分かれたもの

▼付託省略（１件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第100号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度湯沢市一般会計補正予算第８号） 承認

▼総務財政常任委員会 審査（７件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第102号 湯沢市議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第103号 湯沢市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第104号 湯沢市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第105号 湯沢市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第106号 秋ノ宮財産区土地使用条例の一部改正について 原案可決

議案第108号 損害賠償の額の決定及び和解について 原案可決

議案第109号 指定管理者の指定について（湯沢市横堀交流センター） 原案可決

▼教育民生常任委員会 審査（８件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第101号 湯沢市立児童館条例の廃止について 原案可決

議案第107号 湯沢市学校給食費に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第110号 指定管理者の指定について（雄勝児童クラブ） 原案可決

議案第111号 指定管理者の指定について（三関・須川児童クラブ） 原案可決

議案第113号 指定管理者の指定について（湯沢市雄勝スポーツセンター） 原案可決

議案第115号 工事請負変更契約の締結について（湯沢文化会館大規模改修工事（建築）） 原案可決

議案第116号 工事請負変更契約の締結について（湯沢文化会館大規模改修工事（電気設備）） 原案可決

議案第117号 工事請負変更契約の締結について（湯沢文化会館大規模改修工事（機械設備）） 原案可決

▼産業建設常任委員会 審査（２件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第112号 指定管理者の指定について（湯沢市小安峡温泉総合案内拠点施設） 原案可決

議案第114号 工事請負変更契約の締結について（成沢工業団地敷地造成工事） 原案可決

▼予算決算常任委員会 審査（７件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第118号 令和６年度湯沢市一般会計補正予算（第９号） 原案可決

議案第119号 令和６年度湯沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第120号 令和６年度湯沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第121号 令和６年度湯沢市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第122号 令和６年度湯沢市養護老人ホーム愛宕荘特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第123号 令和６年度湯沢市皆瀬更生園特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第124号 令和６年度湯沢市一般会計補正予算（第10号） 原案可決
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○陳情（６件）� ※は賛否が分かれたもの

▼教育民生常任委員会 審査（６件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

陳情第47号 安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善について国に意見書提出を求める陳情 採　択

陳情第48号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増のため国
に意見書提出を求める陳情 採　択

陳情第49号 健康保険証廃止の中止について国に意見書提出を求める陳情 不採択 ※

陳情第50号 「介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める」国への意見書提出を求める陳情書 採　択
陳情第51号 「小・中学校給食費の無償化」を国の制度として実施を求める意見書提出の陳情 採　択
陳情第52号 「18歳までの医療費窓口負担の無料化」を国の制度として実施を求める意見書提出の陳情 採　択

○意見書案（５件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

意見書案第７号 安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書 原案可決

意見書案第８号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充し、すべてのケア労働者の賃上げや人員増を求め
る意見書 原案可決

意見書案第９号 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める意見書 原案可決

意見書案第10号 「小・中学校給食費の無償化」を国の制度として実施を求める意見書 原案可決

意見書案第11号 「18歳までの医療費窓口負担の無料化」を国の制度として実施を求める意見書 原案可決

賛否一覧表 採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。
議長は採決に加わりません。　○：賛成　×：反対　欠：欠席　退：退席　除：除斥

会 派 名 湯　和　会　・　公　明 政　和　会
湯沢政策
研究会

議
決
結
果

議席番号 １ ９ 10 11 12 17 18 ７ ８ 14 15 16 ５ ６ ３ ４ 13

議 員 名

兼
　
子
　
正
　
寛

柏
　
原
　
久
　
寿

高
　
橋
　
　
　
肇

佐
　
藤
　
愛
　
子

高
　
橋
　
　
　
達

渡
　
部
　
正
　
明

佐
　
藤
　
功
　
平

寺
　
田
　
純
　
二

小
田
嶋
　
秋
　
一

石
　
川
　
隆
　
一

高
　
橋
　
克
　
己

沓
　
澤
　
正
　
雄

藤
　
田
　
健
　
志

大
　
山
　
　
　
豪

宮
　
原
　
　
　
晃

佐
　
藤
　
　
　
勝

加
　
藤
　
昭
　
嗣

副議長の辞職の
許可について ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

陳情第49号 × × × × × 欠 × × × × × × × ○ × × 不採択

陳情第49号　健康保険証廃止の中止について国に意見書提出を求める陳情

令和６年　第４回定例会　議決結果一覧表令和６年　第４回定例会　議決結果一覧表

※

ゆざわ市議会だより　№80　令和７年２月１日【12】【12】



◆ 議 員 特 別 研 修 の 実 施 状 況 ◆

月　日 議　員　名 研　修　内　容 研修先（主催者、会場） 派遣経費

8月19日
～20日 大山　　豪

地方議員のための政策法務～政策実現のための
条例提案に向けて～
・ 地方議員と政策法務、法制執務の基本、演習

導入
・条例立案演習、発表・意見交換・講評

公益財団法人全国市町村研修財団
全国市町村国際文化研修所
(JIAM)

受講料
11,000円

旅　費
67,880円

11月18日
～20日 寺田　純二

第２回 新人議員のための地方自治の基本
地方自治制度の基本、元議長が語る「住民から近くて
遠い地方議会から近くて近い地方議会」への一考察

地方議会と自治体財政、条例と政策の審査・立
案、条例演習

公益財団法人全国市町村研修財団
全国市町村国際文化研修所
(JIAM)

受講料
11,000円

旅　費
67,080円

12月25日
～26日

兼子　正寛

大山　　豪

#Re地方議会　スタディ・ミーティング2024
さよなら議会改革、私たちが目指すのは「地方議会の
モダナイゼーション」

一般社団法人地方公共団体政策
支援機構
アイクロス湘南

受講料
15,000円／人

旅　費
45,720円／人

　湯沢市議会では、市政全般の課題や市民の意見、要望などを的確に把握し、自己の能力を高めようとする議

員の資質向上と豊かなまちづくりに寄与することを目的に『湯沢市議会議員特別研修実施要領』を定め、議員

を研修に派遣しています。議員自ら、スケジュールを組み立て、研修内容を選択し、取り組んでいます。

　４月～12月までの実施状況は、下記のとおりです。

・・
北北ほ

っ
ほ
っ

海海か
い
か
い

道道ど
う
ど
う

釧釧く
し
く
し

路路ろろ

市市しし  

「
姉
妹
都
市
等
交
流
の
取
組
に
つ
い
て
」

「
姉
妹
都
市
等
交
流
の
取
組
に
つ
い
て
」

議
会
運
営
委
員
会 

行
政
視
察
報
告
　

10
月
24
日
木
～
25
日
金

　
湯
沢
市
議
会
と
し
て
関
係
自
治
体
と
の
関

わ
り
を
深
め
る
取
組
を
行
う
に
あ
た
り
、
釧

路
市
姉
妹
都
市
等
交
流
促
進
議
員
連
盟
の
設

立
経
緯
、
活
動
の
内
容
を
中
心
に
視
察
を
行

っ
た
。

　
釧
路
市
議
会
は
、
昭
和
30
年
に
釧
路
市
国

際
貿
易
促
進
議
員
連
盟
を
設
立
し
た
こ
と
を

始
め
と
し
て
、
市
町
村
合
併
を
経
な
が
ら
、

現
在
の
釧
路
市
姉
妹
都
市
等
交
流
促
進
議
員

連
盟
に
改
組
し
た
。
港
湾
都
市
な
ら
で
は
の

幅
広
さ
で
、
国
内
で
は
本
市
を
は
じ
め
８
市

町
と
交
流
し
、
ま
た
海
外
に
つ
い
て
は
７
つ

の
都
市
・
港
湾
等
と
交
流
し
て
い
る
。

　
全
議
員
が
議
員
連
盟
に
所
属
し
、
任
期
中

に
い
ず
れ
か
の
交
流
相
手
を
訪
問
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、議
員
連
盟
の
活
動
の
財
源
は
、

議
員
の
会
費
と
市
補
助
金
で
あ
っ
た
。

　
姉
妹
都
市
等
と
の
交
流
の
中
で
教
育
機
関

同
士
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
、
学
生
た
ち

が
異
文
化
を
学
ぶ
機
会
が
提
供
さ
れ
、
教
育

の
振
興
に
つ
な
が
る
側
面
も
あ
っ
た
。

　
湯
沢
市
議
会
の
他
地
域
と
の
交
流
に
お
い

て
、釧
路
市
議
会
の
活
動
を
参
考
と
し
た
い
。
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■
意
見
交
換
会
の
内
容

　

意
見
交
換
会
で
は
、
地
域
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
多

く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
話
題

と
な
っ
た
項
目
を
5
つ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◎
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興

　

滞
在
型
観
光
の
強
化
に
向
け
た
「
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン

ト
企
画
」
や
「
体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
」
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
と
ん
山
キ
ャ
ン
プ
場
や
周
辺
の
温

泉
旅
館
を
中
心
に
、
四
季
折
々
の
魅
力
を
楽
し
む
仕
組
み

づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、
観
光
客
の
平
準
化
を
図
り
、
持

続
可
能
な
観
光
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

湯沢市議会産業建設常任委員会主催による
「議員と語り合う 出張 !! なんでも意見交換会」
今回は、小安峡温泉地域で活躍されている
３団体の皆さんと、

「小安峡温泉地域の
活性化について」

をテーマに意見交換を行いました。

■
意
見
交
換
会
開
催
の
経
緯

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
湯
沢
市
の
観
光
地
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
小
安
峡
温
泉
地
域
に

焦
点
を
絞
り
、「
地
域
資
源
の
活
用
状
況
」
や
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
現
状
」、「
地
域
内
の
連
携
体
制
」
な
ど
に
つ
い

て
、
関
係
者
の
意
見
を
直
接
聞
き
、
現
状
を
よ
り
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
日

頃
か
ら
小
安
峡
温
泉
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
３
団
体
の

皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、「
小
安
峡
温
泉
地
域
の
活

性
化
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。
会
場
は
、
令
和
５
年
９
月
に
開
庁
し
た
皆
瀬
庁
舎
の

交
流
ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

会場：皆瀬庁舎 交流ロビー

  

小安峡温泉地域で
活躍されている３団体

×
産業建設常任委員会
令和６年11月26日実施

出張 !! なんでも意見交換会
特集

　東日本大震災による観光客が減少
したことをきっかけに、小安峡温泉
地域の復興を目的として温泉旅館の
女将さんを中心に平成24年結成。
SNSを活用し、フォトコンテスト開
催や地域のイベントなどを発信して
おり、地域活性化や観光誘致の活動
に取り組んでいます。

　地元の自然資源や文化を活か
した持続可能な地域づくりを目
指しており、「かえで庵」・「とこ
とん山キャンプ場」の運営や地
域資源を活用した商品開発、農
林業の支援・振興などの活動に
取り組んでいます。

　湯沢市の特産品や手工芸品、秋
田土産を広く販売するほか、地域
の情報発信地として、観光案内を
行っている皆瀬観光物産館を運営
しています。また、隣接する産地
直売施設「あぐり館」とのこれま
で以上の連携が地域全体の活性化
に繋がると期待されています。

皆瀬物産協会

小安峡温泉きらめき女子会

（有）皆瀬村活性化センター
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◎
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
状
と
受
入
体
制

　

紅
葉
な
ど
を
目
的
に
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る

が
、「
ど
ん
ど
ん
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
場
所
」
と
い
う

よ
り
も
、「
新
し
い
場
所
を
探
し
、
訪
れ
た
い
」
と
考
え

る
方
が
訪
れ
て
い
る
印
象
。
受
入
体
制
と
し
て
、
ア
ク
セ

ス
の
不
便
さ
や
宿
泊
施
設
の
収
容
力
不
足
、
接
客
対
応
の

難
し
さ
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
客
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
観
光
客
向
け
の
周
遊
バ
ス
や
外

国
人
観
光
客
向
け
の
案
内
強
化
な
ど
が
急
務
で
あ
る
と
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
駐
車
場
不
足
と
誘
導
体
制
の
改
善

　

今
年
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
皆
瀬
観
光
物
産
館
と
あ

ぐ
り
館
前
の
駐
車
場
が
満
車
と
な
り
、
渋
滞
が
発
生
し
て

い
ま
し
た
。
駐
車
場
へ
の
誘
導
案
内
が
不
足
し
て
い
た
こ

と
や
「
と
こ
と
ん
山
キ
ャ
ン
プ
場
」
前
の
駐
車
場
が
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
観
光
ピ
ー
ク

時
の
臨
時
駐
車
場
や
駐
車
場
案
内
の
改
善
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

■
意
見
交
換
会
の
ふ
り
か
え
り

　

滞
在
型
観
光
の
強
化
や
地
元
特
産
品
を
活
用
し
た
商
品

開
発
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
体
制
整
備
の
ほ
か
に
も
幅

広
い
内
容
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

は
、
意
見
交
換
会
の
内
容
を
も
と
に
小
安
峡
温
泉
地
域
の

活
性
化
に
向
け
、
行
政
に
対
し
て
政
策
提
言
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
地
域
連
携
と
リ
ー
ダ
ー
の
存
在

　

地
域
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
の

連
携
強
化
が
重
要
で
あ
り
、「
地
域
を
ま
と
め
、
方
向
性

を
示
す
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
不
可
欠
」
と
の
意
見
が
多
く

上
が
り
ま
し
た
。

◎
小
安
峡
大
墳
湯
周
辺
の
安
全
性
と
景
観
整
備

　

小
安
峡
大
墳
湯
周
辺
で
は
、
老
朽
化
し
た
手
す
り
な
ど

に
つ
い
て
、
安
全
性
に
対
し
て
の
懸
念
や
観
光
地
と
し
て

の
景
観
が
損
な
わ
れ
て
い
る
な
ど
が
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
整
備
の
際
に
は
、
自
然
と
調
和
し
た
景
観
を
損
な
わ

な
い
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
も
と
へ

お
伺
い
し
ま
す
！

　
湯
沢
市
議
会
で
は
、
出
張
!!
な
ん
で
も
意
見
交
換
会

の
参
加
団
体
を
随
時
受
付
中
で
す
。
市
内
の
団
体
や
グ

ル
ー
プ
と
意
見
交
換
を
行
い
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
、
政
策
提
言
な
ど
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

申し込み
入力フォーム

詳細・開催時
の様子
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令
和
7
年
（
蛇
年
・
巳
年
）

も
年
が
明
け
て
早
一
ヶ
月
を
過

ぎ
ま
し
た
。

　
へ
び
は
、
古
く
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
を
持
つ
生
き
物
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

金
運
や
繁
栄
を
も
た
ら
す
縁
起

物
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
巳
（
へ
び
）
に
は
、

「
新
し
く
産
ま
れ
て
く
る
」
、

「
将
来
・
未
来
が
あ
る
」
と

い
っ
た
意
味
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
へ
び
が
定
期
的
に
脱

皮
を
繰
り
返
す
こ
と
に
由
来
し
、

生
命
力
や
再
生
、
変
化
と
進
化

の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
、「
巳
」
と
い

う
漢
字
は
、
胎
児
の
形
か
ら
派

生
し
た
と
言
わ
れ
、「
子
孫
繁

栄
」
や
「
一
家
和
楽
」
と
い
っ

た
意
味
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
市
町
村
合
併
20
年
を
迎
え
る

本
市
に
お
い
て
も
、
課
題
山
積

の
状
況
か
ら
脱
皮
を
し
柔
軟
に

対
応
で
き
る
成
長
の
一
年
と
し

た
い
。 

（
寺
田
　
純
二 

記
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長
　
藤
　
田
　
健
　
志

副
委
員
長
　
小
田
嶋
　
秋
　
一

委
　
　
員
　
宮
　
原
　
　
　
晃

委
　
　
員
　
寺
　
田
　
純
　
二

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
愛
　
子

委
　
　
員
　
高
　
橋
　
　
　
達

編

集

後

記

10月・11月・12月議会のうごき

２月25日 本会議　開会（議案上程、提案理由説明）
２月27日 本会議　（議案質疑・付託、請願・陳情付託）
３月３日 本会議　代表質問
３月４日 本会議　一般質問
３月５日 本会議　一般質問
３月６日 （一般質問　予備日）
３月７日 予算決算常任委員会（全体会：総括質疑）
３月10日 予算決算常任委員会（分科会：当初予算審査）
３月11日 常任委員会
３月12日 （常任委員会　予備日）
３月13日 予算決算常任委員会（全体会）
３月18日 本会議　（採決）　閉会

■請願･陳情の提出締切は２月13日（木）午後５時

３月定例会の日程（予定）

●�本会議の模様は、配信（ライブ·録
画）をしています。ご覧ください。

●�本会議や各委員会は、当日受付で�
どなたでも傍聴できます。
　�開催日に、市役所本庁舎４階�
議会事務局までお越しください。

■議会中継について■議会中継について

■議会傍聴について■議会傍聴について

議長交際費（10月・11月・12月）議長交際費（10月・11月・12月）
支出区分 内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

会費 特定非営利活動法人湯雄福祉会創立十五周年記念
式典祝賀会　会費　ほか ９ 49,000

弔慰 元湯沢市議会議員死去　弔慰金 1 10,000 
接遇 愛媛県西予市議会来湯時の歓迎酒代 　ほか 6 18,315
合計 16 77,315

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

ユーチューブ
チャンネル秋田県湯沢市議会

※日程については変更になる場合がありますので、ご了承ください。

傍聴の仕方

ライブ・録画

10月１日 10月期月イチ オンラインミーティング
10月７日 次世代に残したいホワイトな湯沢市議会のあり方に関する特別委員会
10月９日 第19回全国市議会議長会研究フォーラムin盛岡（～10日、岩手県）
10月９日 愛知県岡崎市議会行政視察受入れ
10月15日 広報広聴委員会
10月16日 愛媛県西予市議会行政視察受入れ
10月17日 北海道当別町議会行政視察受入れ、茨城県つくばみらい市議会行政

視察受入れ
10月18日 秋田県南地域市議会事務局職員研修会
10月20日 まちなかプチ議会inゆざわの休日
10月22日 秋田県市議会議員研修会（秋田市）
10月24日 議会運営委員会行政視察（～25日、北海道釧路市）
10月27日 ゆざわ市民一日議会
10月30日 島根県大田市議会行政視察受入れ
10月30日 次世代に残したいホワイトな湯沢市議会のあり方に関する特別委員

会、第８回議会改革研修会
10月31日 県南地域市議会議員研修会
11月１日 11月期月イチ オンラインミーティング
11月７日 湯沢市雄勝郡市町村議会議員交流会（羽後町）
11月11日 広報広聴委員会
11月12日 福島県相馬市議会行政視察受入れ
11月13日 宮城県岩沼市議会行政視察受入れ
11月14日 産業建設常任委員会委員協議会
11月19日 次世代に残したいホワイトな湯沢市議会のあり方に関する特別委員会
11月21日 全員協議会
11月26日 出張！！なんでも意見交換会（産業建設常任委員会）
11月29日 議会運営委員会
12月２日 12月期月イチ オンラインミーティング
12月４日 本会議（開会）、総務財政・教育民生・産業建設常任会委員協議会
12月６日 本会議（報告・議案質疑、議案付託）、議員互助会役員会、地熱利用

調査促進議員連盟役員会、湯沢市森林・林業・林産業活性化推進議
員連盟役員会、広報広聴委員会

12月11日 本会議（一般質問）
12月12日 本会議（一般質問）
12月16日 予算決算常任委員会(分科会）、総務財政・教育民生・産業建設常任

委員会
12月17日 所管事務調査（教育民生常任委員会）、出張！！なんでも意見交換会

（教育民生常任委員会）
12月19日 予算決算常任委員会（全体会）、議員互助会総会、森林・林業・林産

業活性化推進議員連盟総会、地熱利用調査促進議員連盟総会
12月23日 全員協議会、議会運営委員会
12月24日 本会議（閉会）、予算決算常任委員会（全体会）、議員全員協議会
12月25日 議員特別研修（兼子正寛議員、大山豪議員／26日、神奈川県）

■ご意見等をお寄せください。
●�湯沢市議会に対してのご意見・ご質問などどのようなこ
とでも結構です。寄せられた内容に関しては、議会活動
の参考とさせていただくほか、市議会だよりやその他の
媒体で紹介させていただく場合があります。

郵　送：〒 012-8501　
　　　　湯沢市議会事務局　宛（住所不要）
ＦＡＸ：0183-72-3780
メール：gikai@city.yuzawa.lg.jp

提出方法

※�右のQRコードから入力フォームでも提出できます。
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